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千里の道も一歩から !
平
成
二
十
八
年
度 

卒
業
生 

進
路
状
況

進
路
指
導
部

卒業年度（平成） 28 27 26

私  
立  

大  

学

青山学院大学 1
茨城キリスト教大学 11 12 4

いわき明星大学 31 31 39
大妻女子大学
学習院大学 2 1
神奈川大学 4 12 9
神田外語大学 4 2
北里大学 5 1 2
共立女子大学 4 3 1
慶應義塾大学 1
國學院大學 1
国際医療福祉大学 7 14 11
駒澤大学 3 15 7
自治医科大学 2 1
実践女子大学 3 4 4
芝浦工業大学 2 6 2
昭和女子大学 2 4 1
白百合女子大学 1 1
女子栄養大学 2 2
成蹊大学 3 4 1
成城大学 1 1 1
専修大学 3 15 13
大東文化大学 8 7 6
中央大学 3 1 2
津田塾大学 1 1 1
帝京大学 3 9 13
東海大学 12 17 14
東京家政大学 3 1 8
東京女子大学 1 1 1
東京都市大学 2 2
東京電機大学 1 1 3
東京農業大学 3 2 2
東京理科大学 1 2
東北学院大学 7 14 8
東北福祉大学 3 16 5
東北医科薬科大学 1 2
東洋大学 11 15 10
獨協大学 1 6 4
日本女子大学 4
日本大学 13 27 21
文教大学 3 19 7
フェリス女学院大学 1 2
法政大学 4 5 3
明治学院大学 1 3 1
明治大学 3 7 1
明治薬科大学 1 1 1
立教大学 2 2 1
立正大学 1 1 1
龍谷大学 2

■国公立大学合格内訳

推薦入試 19

ＡＯ入試 0

前期試験 20

中期試験 0

後期試験 7

別日程 3

二次募集 0

合　　　計 49

■その他の大学（28年度のみ。短大・専修学校等は除く）

新潟医療福祉大・白鴎大・明星大・京都産業大・高崎健康福祉大・常磐大・跡
見学園女子大・桜美林大・京都橘大・国士舘大・駒沢女子大・拓殖大・玉川大・
日本体育大・鎌倉女子大・関東学院大・群馬パース大・工学院大・つくば国際
大・東北芸術工科大・獨協医科大・日本医療科学大・日本社会事業大・宮城学
院女子大・亜細亜大・追手門学院大・大阪芸術大・亀田医療大・川村学園女子
大・杏林大・郡山女子大・埼玉医科大・淑徳大・順天堂大・昭和大・昭和薬科
大・聖徳大・仙台大・多摩美術大・東京工芸大・東京女子体育大・東京薬科大・
名古屋外国語大学・日本赤十字秋田看護大　他

  

卒
業
生
の
３
年
間
を
振
り
返
っ
て

旧
三
学
年
主
任　

高
木　

喜
代
好

～国公立大49名、MARCH12名! ～

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

 

進
路
指
導
主
事　

豊 

田 

浩 

美

■主な大学合格者数（現役生のみ）

卒業年度（平成） 28 27 26

国  

立  

大  

学

北見工業大学 1
北海道教育大学 1 1
室蘭工業大学 1
弘前大学 1 1
秋田大学 1 3
岩手大学 1
東北大学 1
宮城教育大学 4 2

山形大学

人文学部 1
理学部 1
工学部 1 3 1
地域教育文化学部 1
農学部 3 1

福島大学

行政政策学類 1 2
経済経営学類 2 1
人間発達文化学類 2 9 6
共生システム学類 1

茨城大学

人文科学部 2 6

教育学部 2 5 2
理学部 2
工学部 3 5 4
農学部 1

筑波大学 1 1 3
宇都宮大学 2 1
群馬大学 2
千葉大学 1 1
埼玉大学 1
電気通信大学 1
新潟大学 2 1
信州大学 1 2
静岡大学 2
和歌山大学 1
広島大学 1
山口大学 1
鹿児島大学 1

公
　
　
立
　
　
大
　
　
学

釧路公立大学 3
青森県立保健大学 1
岩手県立大学 1 2
秋田公立美術大学 1 1
秋田県立大学 4 1
山形県立保健医療大学 1
宮城大学 2 1 2
福島県立
医科大学

医学部
看護学部 2 2 1

会津大学 2 2
茨城県立医療大学 1 1 1
群馬県立女子大学 2
前橋工科大学 3 1
高崎経済大学 4 1
埼玉県立大学 2
横浜市立大学 1
都留文科大学
新潟県立大学 2 1 2
長野大学 1

名古屋市立大学
福井県立大学
石川県立大学
公立鳥取環境大学 1
岡山県立大学 1
長崎県立大学 1

合　　　　計 49 59 59

　

先
日
の
新
聞
一
面
に
「
川
俣
シ
ル
ク

が
エ
ル
メ
ス
の
ス
カ
ー
フ
に
」
と
い
う

見
出
し
が
大
き
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
川
俣
町
の
織
物
会
社
が
製
造
、
販

売
す
る
世
界
一
薄
い
シ
ル
ク
「
妖
精
の

羽
」
が
フ
ラ
ン
ス
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
「
エ

ル
メ
ス
」
の
ス
カ
ー
フ
に
使
用
さ
れ
、

来
年
一
月
頃
に
各
国
の
店
舗
に
商
品
と

し
て
並
ぶ
見
通
し
で
、「
川
俣
シ
ル
ク
」

の
高
い
品
質
と
町
の
絹
織
物
文
化
が
世

界
へ
発
信
さ
れ
る
と
い
う
記
事
で
し
た
。

エ
ル
メ
ス
の
ス
カ
ー
フ
は
同
社
の
代
名

詞
と
も
さ
れ
て
お
り
、「
エ
ル
メ
ス
に
認

め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
川
俣
シ
ル
ク

が
世
界
一
に
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
」

と
大
喜
び
し
て
い
る
と
の
コ
メ
ン
ト
で

し
た
。
誰
か
に
認
め
ら
れ
る
た
め
に
努

力
し
た
訳
で
も
な
く
、
た
だ
「
世
界
一

の
シ
ル
ク
を
作
り
た
い
」
と
い
う
想
い

が
実
を
結
ん
だ
結
果
な
の
だ
と
、
私
は

妙
に
納
得
し
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
気
が

し
ま
し
た
。
み
ん
な
だ
っ
て
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
誰
か
に
褒
め
ら
れ
た

い
訳
で
は
な
く
、
自
分
の
将
来
の
た
め

に
…
自
分
が
納
得
し
た
人
生
を
歩
む
た

め
に
地
道
に
努
力
を
続
け
る
。
毎
年
満

開
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
校
庭
の
桜
の
花

に
負
け
な
い
よ
う
な
、「
桜
が
丘
生
」
と

し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
続
け
る
。
そ

う
い
う
高
校
生
活
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
か
、
世
界
に
認

め
ら
れ
る
く
ら
い
の
自
分
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
…
。

  

ラ
イ
バ
ル
が
全
国
区
の
大
学
受
験
に

勝
利
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
将
来
に

向
け
て
の
目
的
意
識
（
信
念
）
を
持
ち

続
け
る
こ
と
、
揺
る
ぎ
の
な
い
基
礎
学

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
新
し
い
入
試

制
度
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
や
情
報
を

備
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
進
路
指

導
部
で
は
新
た
な
一
年
の
始
ま
り
に
あ

た
っ
て
、
次
の
点
を
重
点
目
標
に
定
め
、

生
徒
の
み
な
さ
ん
の
進
路
目
標
の
実
現

に
向
け
て
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
．
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
進
路
希
望

の
実
現
に
対
応
で
き
る
学
力
の
育
成

二
．
多
様
化
す
る
入
試
形
態
へ
の
対
応

三
．
進
路
意
識
の
高
揚
と
行
動
実
践

  

毎
日
の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
課
外
授

業
・
模
擬
試
験
・
模
試
結
果
を
受
け
て

の
分
析
会
・
進
路
に
関
す
る
講
演
会
・

大
学
見
学
会
・
大
学
の
先
生
を
招
い
て

の
模
擬
授
業
・
小
論
文
講
座
な
ど
、
全

校
生
徒
や
各
学
年
を
対
象
に
し
て
、
た

く
さ
ん
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細

は
別
に
配
付
し
た
進
路
指
導
部
年
間
指

導
計
画
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。「
今
、

自
分
は
何
を
す
る
べ
き
か
？
」
を
常
に

考
え
て
、
人
よ
り
も
先
ん
じ
て
行
動
す

る
こ
と
、
し
っ
か
り
と
自
己
管
理
を
行

う
こ
と
を
心
が
け
、
心
身
と
も
に
健
康

な
状
態
で
毎
日
の
学
校
生
活
を
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
。

　

創
立
百
十
三
年
の
伝
統
を
誇
る
地
元

の
進
学
校
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
如
何
に
高
い

水
準
で
維
持
で
き
る
か
に
あ
り
ま
す
。

「
桜
が
丘
高
校
の
卒
業
生
に
は
、
地
域
を

牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て

欲
し
い
」
と
い
う
期
待
に
応
え
る
使
命

が
、
我
々
に
は
あ
り
ま
す
。
国
公
立
大

学
へ
進
学
す
る
こ
と
が
す
べ
て
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
残
念
な
が
ら
地
方
の
伝

統
校
で
あ
る
本
校
は
、
国
公
立
や
都
市

部
の
有
名
私
立
大
の
合
格
者
数
が
そ
の

ま
ま
学
校
の
評
価
に
つ
な
が
る
と
い
う

宿
命
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。
桜
が
丘
高

校
に
は
、
素
直
で
優
し
い
生
徒
が
た
く

さ
ん
お
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
精
神
的
な

強
さ
が
加
わ
れ
ば
も
っ
と
も
っ
と
結
果

を
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
先
輩
か
ら
引
き
継
が

れ
る
様
々
な
想
い
の
結
晶
…
す
な
わ
ち

伝
統
校
の
底
力
を
見
せ
る
時
は
、
ま
さ

に
今
こ
の
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
下
、
学
年
ご
と
に
取
り
組
ん
で
欲
し

い
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
ま
す
。

■
三
学
年

　

ま
ず
は
、
自
分
の
進
路
希
望
を
一
日
で

も
早
く
具
体
化
す
る
こ
と
で
す
。
保
護
者

の
方
や
担
任
の
先
生
と
よ
く
話
し
合
い
、

ど
の
大
学
に
ど
ん
な
入
試
の
方
法
で
挑
戦

す
る
か
？
早
め
に
目
標
を
定
め
る
ほ
ど
有

利
に
な
り
ま
す
。
模
試
の
回
数
も
倍
増

し
、
月
に
一
～
二
回
実
施
さ
れ
ま
す
。
た

だ
何
と
な
く
受
験
す
る
の
で
は
な
く
、
毎

回
目
標
を
設
定
し
た
り
、
模
試
の
後
は
す

ぐ
に
自
己
採
点
を
し
て
弱
点
補
強
に
努
め

る
こ
と
で
、
次
の
模
試
の
点
数
や
自
分
の

実
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

結
果
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
な
く
、
常
に

プ
ラ
ス
思
考
で
こ
の
一
年
間
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
セ
ン
タ
ー
試
験
に
備

え
て
、
マ
ー
ク
模
試
で
は
正
確
に
自
己
採

点
が
で
き
る
よ
う
に
訓
練
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
本
番
で
の
マ
ー
ク
ミ
ス
や
段

ず
れ
な
ど
の
悲
劇
が
昨
年
は
多
数
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
課
外
授
業
も
す
べ
て

希
望
制
と
な
り
ま
す
。
自
分
で
自
由
に
選

択
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
自
分

の
受
験
に
自
ら
が
責
任
を
持
つ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
自
分
に
自
信
を
持
つ
た
め
に
、

最
後
ま
で
信
じ
ら
れ
る
自
分
で
い
る
た
め

に
、
大
切
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

■
一
・
二
年
生

　

「
も
っ
と
早
く
か
ら
目
標
を
定
め
て
、

し
っ
か
り
勉
強
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。」

と
、
毎
年
の
よ
う
に
嘆
い
て
い
る
先
輩
が

い
ま
す
。
目
標
を
早
い
時
期
に
決
め
て
、

迷
う
こ
と
な
く
邁
進
す
れ
ば
、
第
一
志
望

の
大
学
に
合
格
で
き
る
確
率
は
グ
ッ
と
上

が
る
は
ず
で
す
。
な
に
も
特
別
な
こ
と
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
の
授
業

を
し
っ
か
り
と
受
け
（
予
習
を
行
っ
て
、

理
解
で
き
な
け
れ
ば
復
習
を
ち
ゃ
ん
と
や

る
）、
与
え
ら
れ
た
課
題
を
着
実
に
こ
な

し
（
期
限
を
守
っ
て
丁
寧
に
や
る
）、
課

外
授
業
を
大
事
に
す
る
（
少
し
く
ら
い
体

調
が
悪
い
か
ら
と
休
ま
な
い
）。
そ
し
て
、

定
期
考
査
や
模
擬
試
験
に
臨
む
だ
け
で

す
。
あ
と
は
、
受
験
勉
強
を
乗
り
越
え
る

だ
け
の
気
力
と
体
力
を
毎
日
の
学
校
生
活

や
部
活
動
、
学
校
行
事
な
ど
で
培
っ
て
く

だ
さ
い
。
二
年
生
は
具
体
的
な
進
路
希
望

の
確
立
を
、
一
年
生
は
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
の
確
立
を
一
日
も
早
く
実
現
で
き
る

よ
う
に
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◇　
　
　

◇

　

平
成
二
十
八
年
度
卒
業
生
の
国
公
立

大
学
合
格
者
数
は
、
国
立
大
学
三
二

名
、
公
立
大
学
一
七
名
の
計
四
九
名
で

し
た
。
四
九
名
の
内
訳
は
、
近
隣
県
の

茨
城
大
八
名
、
山
形
大
五
名
、
宇
都
宮

大
二
名
、
群
馬
大
二
名
、
岩
手
大
一
名
、

地
元
福
島
大
学
は
三
名
等
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、上
位
者
は
筑
波
大
一
名
、

千
葉
大
一
名
、
広
島
大
一
名
、
信
州
大

一
名
、
新
潟
大
二
名
、
宮
教
大
四
名
合

格
と
い
う
結
果
を
残
し
ま
し
た
。
筑
波

大
学
な
ど
の
難
関
大
学
合
格
者
も
出
ま

し
た
が
、
全
体
と
し
て
近
隣
県
の
国
公

立
大
学
で
手
堅
く
合
格
を
収
め
る
傾
向

は
従
来
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。一
方
、

県
立
医
大
の
看
護
学
部
は
二
名
、
会
津

大
学
は
推
薦
で
二
名
合
格
と
思
わ
し
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
て
、
今
回
の

セ
ン
タ
ー
試
験
は
多
く
の
国
立
大
で
必

要
と
な
る
七
科
目
の
受
験
者
平
均
点

は
、
七
科
目
文
系
型
で
昨
年
か
ら
八
点

ア
ッ
プ
し
て
五
六
七
点
（
九
〇
〇
点
満

点
）
と
な
っ
た
一
方
、
七
科
目
理
系
型

で
昨
年
か
ら
三
点
ダ
ウ
ン
し
て
五
七
一

点
（
九
〇
〇
点
満
点
）
と
対
照
的
な
状

況
と
な
り
ま
し
た
。
文
系
は
、
国
語
や

日
本
史
Ｂ
の
平
均
点
が
ダ
ウ
ン
し
た
も

の
の
、
英
語
、
数
学
、
生
物
基
礎
の
易

化
に
よ
る
影
響
か
ら
平
均
点
上
昇
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
一
方
理
系
は
受
験
者

の
多
い
化
学
の
平
均
点
ダ
ウ
ン
が
全
体

平
均
点
に
も
影
響
し
ま
し
た
。
国
公
立

大
学
は
苦
労
し
な
け
れ
ば
合
格
で
き
な

い
代
わ
り
に
、
少
人
数
で
多
様
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
の
地
域
の
学
び
の
拠
点
と
し
て
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
、
学
費

の
安
さ
以
外
の
メ
リ
ッ
ト
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
本
校
で
は
近
年
、
国
公
立
大

学
の
公
募
推
薦
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

が
、
二
十
八
年
度
は
Ａ
Ｏ
・
公
募
推
薦

で
の
合
格
者
が
一
九
名
に
止
ま
り
ま
し

た
。
推
薦
入
試
は
高
校
三
年
間
の
学

業
・
生
活
の
成
果
が
そ
の
ま
ま
問
わ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
自
分
が
普
段
か
ら
興

味
関
心
を
抱
い
て
い
る
分
野
に
お
け
る

疑
問
点
や
問
題
点
を
、
大
学
で
の
学
び

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
解
決
し
、
そ
の

後
ど
の
よ
う
に
し
て
社
会
貢
献
し
て
い

く
ま
で
を
見
据
え
て
の
準
備
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
立
大
学
へ
は
推
薦
・
一
般
を
合
わ

せ
て
延
べ
三
六
〇
名
が
合
格
し
ま
し

た
。
内
訳
は
、指
定
校
推
薦
が
三
七
名
、

公
募
推
薦
が
一
一
名
、
Ａ
Ｏ
・
特
別
入

試
が
一
〇
名
、
一
般
入
試
が
三
〇
二
名

で
し
た
。
最
終
的
に
私
立
大
学
へ
進
学

し
た
生
徒
は
一
九
八
名
で
、
卒
業
生
全

体
の
六
一
・
八
％
に
上
り
ま
す
。
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｃ
Ｈ
へ
の
合
格
者
は
明
治
大
三
、
立

教
大
二
、
中
央
大
三
、
法
政
大
四
の
合

計
一
二
名
で
し
た
。
日
東
駒
専
の
合
格

者
は
、
あ
わ
せ
て
三
一
名
と
な
り
ま
し

た
。
例
年
に
比
べ
て
私
立
大
学
へ
の
出

願
が
少
な
く
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
ク
ラ
ス
の

一
般
合
格
も
わ
ず
か
二
名
、
滑
り
止
め

医
療
・
看
護
系
の
学
校
に
進
ん
で
お
り
、

明
確
な
目
的
を
持
っ
た
生
徒
が
技
術
や

資
格
の
取
得
を
目
指
し
た
結
果
は
例
年

通
り
と
い
え
ま
す
。
就
職
し
た
生
徒
は

八
名
で
、
公
務
員
七
名
、
民
間
企
業
一

名
で
す
。
公
務
員
の
合
格
率
は
相
変
わ

ら
ず
低
調
で
、
国
家
・
地
方
を
問
わ
ず

国
公
立
大
学
に
合
格
で
き
る
く
ら
い
の

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
学
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
高
校
時

代
に
培
っ
た
知
識
教
養
に
加
え
、
決
断

力
と
判
断
力
、
即
戦
力
と
し
て
生
か
せ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、

求
め
ら
れ
て
い
る
資
質
は
確
実
に
厳
し

い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

新
学
期
に
当
た
り
、
今
年
卒
業
し
た

生
徒
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
歩
ん
で
き
た

か
を
振
り
返
り
、
磐
城
桜
が
丘
高
校
が

更
な
る
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
、
原
稿
を
寄
せ
る
こ
と
に
す
る
。

「
一
年
生
で
や
る
べ
き
こ
と
は
、
学
習
習
慣
を

定
着
さ
せ
る
こ
と
と
部
活
動
に
励
む
こ
と
」

「
二
年
生
で
や
る
べ
き
こ
と
は
、
常
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と
と
不
得
意
教
科
を

克
服
す
る
こ
と
」

　

一
般
的
に
二
年
生
の
修
学
旅
行
を
終

え
た
段
階
か
ら
い
よ
い
よ
本
格
的
な
受

験
勉
強
が
始
ま
る
。
巷
で
は
三
年
生
〇

学
期
と
言
わ
れ
る
頃
で
あ
る
。
こ
こ
ま

で
に
あ
る
程
度
の
学
習
習
慣
を
つ
け
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
毎
年
家
庭

学
習
時
間
調
査
が
行
わ
れ
る
が
、
一
、

二
年
生
は
せ
い
ぜ
い
一
時
間
を
超
え
る

く
ら
い
で
あ
る
。
一
時
間
と
い
え
ば
、

数
学
の
問
題
を
一
、
二
題
解
い
た
だ
け

で
過
ぎ
て
し
ま
う
時
間
だ
。
学
校
長

は
、
学
年
プ
ラ
ス
二
時
間
を
提
唱
し
て

い
る
。
な
か
な
か
今
の
桜
が
丘
生
に
は

難
し
そ
う
で
あ
る
が
、
全
国
の
受
験
生

は
こ
の
程
度
は
勉
強
し
て
い
る
。
国
数

英
の
授
業
は
ほ
ぼ
毎
日
あ
る
は
ず
で
、

そ
の
予
習
復
習
を
す
る
だ
け
で
も
二
、

三
時
間
は
過
ぎ
て
し
ま
う
。
英
語
や
数

学
は
繰
り
返
し
復
習
す
る
こ
と
で
記
憶

と
し
て
蓄
え
ら
れ
て
い
く
。
家
庭
で
の

復
習
は
学
力
を
定
着
さ
せ
る
基
礎
で
あ

る
。
一
年
の
初
め
か
ら
三
年
〇
学
期
ま

で
の
間
に
家
庭
学
習
の
習
慣
を
身
に
つ

け
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
受
験
勉
強

に
移
行
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
高
校
生
は
ま
だ
心
身
の

成
長
過
程
に
あ
る
。
こ
れ
か
ら
長
い
人

生
を
歩
ん
で
い
く
う
え
で
、
体
（
健

康
）
が
資
本
だ
。
そ
の
基
礎
と
な
る
の

が
部
活
動
で
あ
る
。
土
に
ま
み
れ
な
が

ら
汗
を
流
し
、
真
夏
の
太
陽
の
も
と
必

死
に
頑
張
り
、
冬
の
寒
さ
に
も
負
け
ず

三
年
間
や
り
遂
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
体

の
成
長
の
み
な
ら
ず
、
精
神
的
に
も
逞

し
く
成
長
し
て
い
く
は
ず
だ
。
合
宿
や

大
会
等
に
お
い
て
鍛
え
ら
れ
る
精
神
力

は
受
験
に
と
っ
て
も
重
要
に
な
っ
て
く

る
。
試
合
の
途
中
、
相
手
に
マ
ッ
チ
ポ

イ
ン
ト
を
取
ら
れ
た
段
階
で
負
け
を
認

め
る
選
手
は
い
な
い
。
最
後
の
最
後
ま

で
諦
め
ず
に
逆
転
を
信
じ
て
戦
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
経
験
は
受
験
勉
強
で

も
通
用
し
、
こ
こ
一
番
で
予
想
以
上
の

結
果
を
残
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
同

じ
目
標
を
持
つ
部
活
動
の
仲
間
は
、
あ

る
意
味
良
い
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
相
談
相

手
で
も
あ
る
。
受
験
で
思
う
よ
う
に
成

績
が
伸
び
ず
、
不
安
が
募
る
時
期
に
互

い
に
励
ま
し
あ
い
支
え
あ
う
大
切
な
仲

間
が
、
一
緒
に
汗
を
流
し
た
部
活
動
の

仲
間
で
あ
る
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
た
り
、
新
聞
を
読
ん
だ
り
す
る

こ
と
も
意
識
し
て
ほ
し
い
。
社
会
情
勢

に
目
を
向
け
て
い
る
と
さ
ま
ざ
ま
な

知
識
を
蓄
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
、
現
在
の
大

学
生
を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
恵
ま

れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
も
気

づ
く
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
気
分
を
落
ち
込

ま
せ
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
の
ほ
う
が
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
も
大
学
進
学
を
目
指
す

の
で
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り
と
目
的
意
識

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
問
題
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、

自
分
が
何
を
学
び
た
い
の
か
、
そ
の
た

め
に
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
社
会
に
出
る
前
に
ど
の
よ
う
な
力

を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
じ
っ
く
り
と
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
問
題
意
識
は
小
論

文
対
策
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
し
、
受
験
勉
強
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
な
が
る
こ
と
に
も
あ
る
だ
ろ
う
。

近
い
将
来
主
権
者
と
し
て
行
動
す
る
と

き
に
も
必
要
な
知
識
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、
二
年
生
も
後
半
に
な
る
と
模

擬
試
験
も
五
教
科
に
な
っ
て
く
る
。
し

か
し
二
年
生
の
う
ち
に
完
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
や
は
り
国
数
英
の
三

教
科
で
あ
る
。
二
科
目
ま
で
は
何
と
か

そ
ろ
う
が
、
三
教
科
そ
ろ
え
る
こ
と
が

非
常
に
難
し
い
。
一
教
科
で
も
得
意
な

も
の
が
あ
れ
ば
そ
れ
が
強
み
に
な
ら
な

い
こ
と
も
な
い
が
、
逆
に
一
教
科
で
も

極
端
に
足
を
引
っ
張
る
科
目
が
あ
れ

ば
、
現
実
問
題
と
し
て
高
得
点
は
期
待

で
き
な
い
。
二
年
生
の
う
ち
に
不
得
意

科
目
を
克
服
し
、
人
並
み
の
点
数
を
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
結
局
こ
の
三
教
科
を
そ
ろ
え

る
こ
と
が
で
き
ず
、
教
科
数
を
減
ら
し

最
終
的
に
私
立
大
学
を
目
指
し
た
と
し

て
も
成
功
に
は
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が

多
々
あ
っ
た
。
一
旦
逃
げ
る
こ
と
を
考

え
て
し
ま
う
と
、
そ
の
途
端
に
成
功
は

遠
の
い
て
し
ま
う
。

「
三
年
生
は
、
理
社
の
負
担
を
い
か
に
減
ら
す

か
。
最
後
ま
で
頑
張
り
ぬ
く
自
信
と
精
神
力
」

　

二
年
ま
で
の
三
教
科
の
完
成
が
遅
れ

る
と
理
社
へ
の
影
響
が
出
て
く
る
。
理

社
は
時
間
を
か
け
た
分
だ
け
点
数
に
反

映
さ
れ
や
す
い
教
科
だ
。
特
に
文
系
は

そ
の
傾
向
が
あ
る
。
ど
う
し
て
も
勉
強

時
間
の
絶
対
量
の
不
足
か
ら
三
教
科
の

完
成
時
期
が
遅
れ
て
く
る
と
、
思
う
ほ

ど
は
理
社
に
時
間
を
か
け
ら
れ
ず
、
未

完
成
の
ま
ま
に
受
験
に
突
入
と
な
る
。

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
理
社
は
で
き
る
限
り

授
業
で
完
結
す
る
べ
き
で
あ
る
。
結
局

は
暗
記
科
目
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
っ

て
し
ま
う
が
、
理
解
し
て
い
な
い
単
語

は
覚
え
て
い
て
も
使
え
な
い
。
授
業
で

ど
こ
ま
で
理
解
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト

だ
。

　

最
後
に
、
残
念
な
が
ら
精
神
面
の
弱

さ
か
ら
三
年
ま
で
部
活
動
を
続
け
た
生

徒
の
中
に
指
定
校
推
薦
を
希
望
す
る
者

が
多
か
っ
た
。
確
か
に
普
通
で
あ
れ
ば

六
月
に
な
る
と
三
年
生
は
部
活
動
を
引

退
す
る
。
な
か
に
は
県
総
体
に
も
参
加

し
七
月
や
八
月
ま
で
活
動
す
る
生
徒
も

い
る
が
、
大
多
数
は
七
月
ま
で
に
は
受

験
勉
強
に
突
入
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー

試
験
ま
で
は
ま
だ
半
年
あ
る
の
だ
が
、

先
生
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
自
分
の
実
力

を
信
じ
切
れ
ず
に
、
易
き
方
に
流
れ
て

し
ま
う
。
勉
強
を
始
め
て
か
ら
そ
の
成

果
が
表
れ
る
ま
で
に
三
か
月
を
要
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
早
々
に
部
活
を
引

退
し
た
生
徒
が
徐
々
に
成
績
が
伸
び
て

く
る
の
が
こ
の
時
期
で
あ
る
。
友
達
の

成
績
が
伸
び
始
め
た
時
期
に
、
よ
う
や

く
受
験
勉
強
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
の
だ

か
ら
不
安
に
な
る
の
も
無
理
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
少
々
弱
気
な
生
徒
が

多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
証
拠
に

部
活
動
を
最
後
ま
で
や
り
き
り
、
受
験

勉
強
も
最
後
ま
で
真
剣
に
取
り
組
ん
だ

生
徒
た
ち
は
皆
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
上

位
の
成
績
だ
っ
た
。
部
活
動
で
の
力
は

受
験
に
も
通
用
す
る
の
で
あ
る
。
自
分

の
力
を
信
じ
て
諦
め
ず
に
戦
っ
て
ほ
し

い
。

と
認
識
さ
れ
て
い
る
日

東
駒
専
の
合
格
者
は

三
〇
名
と
激
減
し
ま
し

た
。
本
校
は
国
公
立
大

学
を
目
指
し
て
セ
ン

タ
ー
試
験
を
中
心
に
学

習
す
る
生
徒
が
多
く
、

出
題
傾
向
や
形
式
の
異

な
る
私
大
入
試
に
は
対

応
で
き
て
い
な
い
現
状

が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
。
難
関
私
大
へ
の

進
学
を
本
気
で
目
指
す

の
で
あ
れ
ば
、
国
公
立

大
へ
の
進
学
と
同
様
に

早
期
か
ら
の
周
到
な
準

備
が
必
要
で
す
。
短
期

大
学
へ
は
一
一
名
、
専

修
学
校
へ
は
二
七
名
の

生
徒
が
進
学
し
ま
し

た
。
そ
の
多
く
は
保
健



平成29年５月10日 第　104　号　　(2)磐 城 桜 が 丘 高 校　 進 路 ジ ャ ー ナ ル

　

三
年
生
の
皆
さ
ん
、
い
よ
い

よ
高
校
生
活
も
最
後
の
一
年
と

な
り
ま
し
た
。
入
学
以
来
思
い

描
い
て
き
た
自
己
の
進
路
目
標

達
成
に
向
け
て
、
全
力
を
傾
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め

に
は
、「
計
画
を
立
て
て
実
行

す
る
こ
と
」
と
、「
情
報
収
集

を
す
る
こ
と
」
で
す
。

　

ま
ず
、
一
年
を
三
期
（
四
～

八
月
、
九
～
十
一
月
、
十
二
～

三
月
）
に
分
け
て
学
習
計
画
を

立
て
ま
し
ょ
う
。
と
に
か
く
夏

休
み
ま
で
は
、
基
礎
力
養
成
で

す
。
二
年
ま
で
で
教
科
書
が
終

了
し
て
い
る
科
目
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
の
学
習
内
容
を
総

復
習
す
る
よ
う
に
計
画
し
、
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
際

に
、「
英
単
語
を
頑
張
る
」
な

ど
の
抽
象
的
な
も
の
で
は
な

く
、「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
レ
ベ

ル
四
を
、
六
月
ま
で
に
三
回
繰

り
返
す
」
な
ど
何
を
ど
の
よ
う

に
学
習
し
て
い
く
か
、
具
体
的

に
計
画
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
授
業
で
も
演
習
と

い
う
形
式
で
復
習
し
て
い
く
の

で
、
授
業
の
予
習
復
習
を
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
と
す
る
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
ま
だ
教
科
書
が
終

了
し
て
い
な
い
科
目
に
つ
い
て

は
、
夏
休
み
ま
で
に
と
に
か
く

一
度
、
自
分
で
教
科
書
を
読
み

終
え
（
や
り
終
え
）
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
夏
休
み
が
明
け
た

ら
、
秋
は
実
力
応
用
力
養
成
で

す
。
大
学
の
過
去
問
題
集
（
赤

本
）
な
ど
を
使
っ
て
、
実
践
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。
十
二
月
に
な
っ
た
ら
、
い

よ
い
よ
試
験
も
間
近
で
す
。
時

間
を
計
っ
て
問
題
を
解
く
な

ど
、
本
番
を
意
識
し
な
が
ら
学

習
し
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
、
こ
れ
ら
の
学
習
と
平

行
し
て
行
っ
て
ほ
し
い
の
が

「
情
報
収
集
」
で
す
。
第
一
志

望
校
は
確
定
し
て
い
ま
す
か
？

そ
の
大
学
を
軸
に
、
同
じ
学
習

方
法
で
受
験
で
き
る
大
学
を
二

～
三
校
考
え
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
志
望
校
の
受
験
科
目
や
配

点
に
応
じ
て
、
各
科
目
に
割
り

当
て
る
学
習
時
間
に
も
差
異
が

生
じ
ま
す
。
二
次
試
験
ま
で
使

う
科
目
な
ら
、
そ
れ
な
り
の
時

間
を
か
け
て
勉
強
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
Ａ
Ｏ
や

推
薦
で
の
受
験
を
考
え
て
い
る

人
は
、
受
験
の
時
期
が
早
い
こ

と
や
小
論
文
・
面
接
な
ど
の
対

策
も
必
要
と
な
る
の
で
、
今
か

ら
最
新
の
情
報
を
集
め
、
準
備

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
受
験
勉
強
だ

け
を
考
え
て
も
高
校
入
試
の
時

と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ

ど
長
い
時
間
と
多
く
の
準
備
が

必
要
で
す
。
途
中
投
げ
出
し
た

く
な
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
大
人
の
私
か
ら
言

わ
せ
れ
ば
受
験
ほ
ど
楽
な
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
自
分
が
や

れ
ば
い
い
」
だ
け
の
こ
と
な
の

で
す
か
ら
。

努
力
は
人
を
裏

切
ら
な
い

自
分
に
ど
れ
だ
け

自
信
を
つ
け
ら
れ
た
か
（
ど
れ

だ
け
や
っ
た
か
）
が
、
す
べ
て

で
す
。「
つ
づ
け
る
力
」、「
あ

き
ら
め
な
い
心
」、そ
し
て
「
お

互
い
に
成
長
し
あ
え
る
仲
間
」

と
と
も
に
高
校
生
活
の
集
大
成

と
し
て
、
こ
の
一
年
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

　

い
よ
い
よ
二
年
生
と
な
り
ま

し
た
。
高
校
三
年
間
を
考
え
る

と
、
進
路
実
現
の
た
め
に
は
こ

の
二
学
年
が
最
も
大
切
な
年
だ

と
思
い
ま
す
。
学
校
生
活
に
も

慣
れ
、
生
活
全
般
に
亘
り
一
年

次
の
よ
う
に
初
め
て
経
験
す
る

こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、

自
ら
計
画
し
自
ら
の
意
志
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
思
い
の

ま
ま
に
物
事
に
当
た
れ
る
一
年

だ
と
思
い
ま
す
。
受
験
勉
強
を

考
え
て
も
同
じ
で
す
。
余
裕
を

持
っ
て
自
分
の
や
り
た
い
よ
う

に
様
々
な
勉
強
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
の
は
二
年
次
ぐ
ら
い
で

す
。こ
れ
が
三
学
年
に
な
る
と
、

模
擬
テ
ス
ト
と
課
外
を
中
心
と

し
た
問
題
演
習
と
復
習
の
繰
り

返
し
で
手
一
杯
の
状
態
と
な
り

ま
す
。
部
活
動
を
引
退
し
て
か

ら
、
急
に
本
気
で
「
勉
強
し
よ

う
！
」
と
思
っ
て
も
、
そ
れ
ま

で
の
学
習
の
量
や
方
法
の
蓄
積

が
な
け
れ
ば
、
や
る
べ
き
こ
と

が
山
積
し
て
行
く
ば
か
り
で
、

勉
強
中
心
の
生
活
に
馴
染
め
ず

効
率
も
上
が
ら
ず
思
う
よ
う
に

成
績
が
伸
び
ず
に
三
年
生
が
終

わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
人
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
何

よ
り
、
全
国
の
受
験
生
が
本
格

的
に
勉
強
を
始
め
る
の
で
、
当

然
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
成
績
の

伸
び
は
期
待
で
き
な
い
も
の
で

す
。
こ
の
二
年
次
か
ら
、
今
か

ら
、
で
き
る
所
か
ら
、
で
き
る

だ
け
早
く
受
験
を
意
識
し
た
勉

強
を
始
め
る
こ
と
が
、
国
公
立

大
学
や
人
気
の
私
立
大
学
合
格

に
は
不
可
欠
で
す
。

　

さ
て
、
二
学
年
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
こ
の
時
期
は
中
間
の

学
年
で
す
。
よ
く
中
だ
る
み


し
や
す
い
と
言
わ
れ
る
年
で

す
。
是
非
、「
勝
負
」
に
お
け

る
「
中
盤
」
の
意
味
（
マ
ラ
ソ

ン
レ
ー
ス
の
全
行
程
を
ス
タ
ー

ト
、
中
盤
、
ゴ
ー
ル
に
三
区
分

し
た
と
し
ま
す
）
を
考
え
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト

直
後
あ
る
程
度
の
距
離
ま
で
は

大
き
な
集
団
を
つ
く
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
ゴ
ー
ル
付
近
に
な
る
と
最

後
の
頑
張
り
に
よ
り
そ
れ
ま
で

の
差
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
い

う
印
象
は
あ
ま
り
な
く
、
次
々

と
選
手
が
ゴ
ー
ル
し
て
行
く
感

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
中
盤

に
注
目
す
る
と
、
選
手
達
が
一

人
ま
た
一
人
と
次
々
と
ト
ッ

プ
集
団
か
ら
脱
落
し
て
し
ま

い
、
大
よ
そ
の
勝
負
は
中
盤
で

決
ま
っ
て
し
ま
う
か
の
印
象
が

残
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
私
の

一
見
方
で
す
が
、
こ
の
中
盤
で

の
位
置
の
保
持
が
非
常
に
大
切

で
、
中
間
走
で
で
き
る
だ
け
脱

落
せ
ず
ト
ッ
プ
集
団
と
大
き
く

差
が
つ
か
な
け
れ
ば
、
そ
こ
そ

こ
の
良
い
結
果
は
出
せ
る
も
の

だ
と
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
、
学
習
に
お
い
て

も
、
こ
の
中
盤
の
二
学
年
は
、

油
断
す
る
と
大
き
く
差
が
つ
い

て
し
ま
う
一
年
で
あ
り
、
脱
落

し
な
い
よ
う
全
力
で
努
力
し
て

食
ら
い
つ
い
て
行
く
こ
と
が
進

路
目
標
の
実
現
に
は
不
可
欠
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

就
職
の
適
性
試
験
等
で
よ
く

利
用
さ
れ
る
「
ク
レ
ペ
リ
ン

(

精
神)

検
査
」
と
い
う
著
名
な

心
理
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
エ

ミ
ー
ル
＝
ク
レ
ペ
リ
ン
が
見
つ

け
出
し
た

作
業
曲
線

に
よ

る
と
、
や
は
り
最
初
と
終
盤
の

計
算
量
に
対
し
中
盤
は
落
ち
込

む
の
が
一
般
的
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
二
学
年
の
中
だ
る
み
は
、

こ
の
作
業
曲
線
と
か
な
り
共
通

す
る
要
因
が
あ
る
と
私
は
思
い

ま
す
。

　

二
学
年
は
、
学
習
等
の
様
々

な
活
動
が
停
滞
し
や
す
い
危
険

性
を
か
な
り
含
ん
で
い
る
と
考

え
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
各
自

の
進
路
実
現
の
た
め
の
最
短

コ
ー
ス
か
ら
外
れ
な
い
よ
う
に

脱
落
し
な
い
よ
う
に
常
に
強
く

意
識
し
、
こ
の
一
年
を
気
の
緩

み
な
く
全
力
疾
走
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
れ

が
で
き
れ
ば
、
三
年
次
に
な
っ

て
進
路
選
択
の
幅
が
そ
れ
だ
け

大
き
く
拡
が
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
で
す
。
二
年
生
全
員
に
期

待
し
て
い
ま
す
！

　

桜
咲
く
中
で
入
学
式
を
行
い
、
高

校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
一

年
生
の
皆
さ
ん
は
緊
張
の
日
々
か

ら
、
だ
ん
だ
ん
と
新
生
活
に
慣
れ
た

頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
三
年
後

に
は
大
学
入
試
を
終
え
、
夢
と
希
望

に
満
ち
あ
ふ
れ
た
顔
で
桜
を
愛
で
て

い
ら
れ
た
ら
と
願
い
ま
す
。

　

入
学
式
に
先
立
ち
、
四
月
五
日
、

六
日
に
合
同
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
国
語
・
数
学
・
英
語
の
教
科
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
進
路
手
帳
の

使
い
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。国
・

数
・
英
は
主
要
三
教
科
で
あ
り
、
単

位
数
が
多
く
授
業
の
進
度
も
か
な
り

速
く
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
予
習
・

授
業
・
復
習
の
サ
イ
ク
ル
を
し
っ
か

り
と
身
に
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
進
路
手
帳
を
使
っ
て

自
己
管
理
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
時

間
を
上
手
に
使
う
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

来
る
べ
き
大
学
入
試
に
向
け
て
、

高
校
時
代
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す

れ
ば
い
い
の
か
。

　

ま
ず
自
分
の
進
路
を
考
え
ま
し
ょ

う
。
自
分
の
将
来
像
を
思
い
浮
か
べ

ま
し
ょ
う
。
自
ず
と
受
験
す
る
大
学

が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。
た
だ
、

将
来
像
と
い
っ
て
も
自
分
の
頭
の
中

の
「
知
っ
て
い
る
世
界
」
で
し
か
推

し
は
か
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
「
知
っ
て

い
る
世
界
」
を
広
げ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
に
大
学
の
模
擬
授

業
を
受
け
た
り
、
大
学
訪
問
を
し
た

り
、
職
業
人
の
話
を
聞
い
た
り
し
ま

す
。
個
人
的
に
興
味
の
あ
る
大
学
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を
運
ぶ

こ
と
も
大
切
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
見
聞
き
し
、
自
分
の
世
界
観
を

広
げ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
学
力
を
伸
ば
す
こ
と
で
す
。

普
段
の
授
業
が
学
力
を
伸
ば
す
一
番

の
近
道
で
す
。
予
習
で
疑
問
点
を
見

つ
け
、
授
業
で
理
解
し
、
復
習
で
定

着
さ
せ
る
と
い
う
根
気
強
い
取
り
組

み
を
実
践
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
授
業
と
受
験
勉
強
は
ま
る
っ
き

り
別
物
と
考
え
て
い
る
人
が
い
ま
す

が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
授
業

の
延
長
上
に
受
験
勉
強
が
あ
り
ま

す
。
授
業
で
し
っ
か
り
と
基
礎
基
本

を
身
に
つ
け
た
上
で
難
し
い
入
試
問

題
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

国
・
数
・
英
で
は
週
末
ご
と
に
課
題

が
出
さ
れ
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
行

い
基
礎
学
力
を
定
着
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

部
活
動
や
委
員
会
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
の
よ
う
な
活

動
は
君
達
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な

り
、
人
間
の
幅
が
広
が
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
高
校
は
社
会
に
出
る

た
め
の
準
備
を
す
る
場
で
も
あ
り
ま

す
。あ
い
さ
つ
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

積
極
的
に
物
事
に
携
わ
る
、
そ
う
い

う
姿
を
期
待
し
ま
す
。

　

四
月
の
新
聞
に
「
英
誌
が
日
本
の

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表　

一
位
は

東
大
」と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

読
ん
で
い
く
と
二
位
は
東
北
大
、
三

位
は
京
大
、
四
位
は
名
古
屋
大
、
東

工
大
と
続
い
て
お
り
、
上
位
一
五
位

ま
で
に
国
立
大
が
一
二
校
占
め
て
い

ま
し
た
。
会
津
大
も
二
三
位
に
入
り

健
闘
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ラ
ン
キ
ン

グ
は
教
育
リ
ソ
ー
ス
・
教
育
満
足
度
・

教
育
成
果
・
国
際
性
の
四
分
野
一
一

項
目
か
ら
成
る
デ
ー
タ
を
基
に
、
各

大
学
の
「
教
育
力
」
を
総
合
的
に
評

価
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
新
入
生

の
皆
さ
ん
は
大
半
が
国
公
立
大
を
希

望
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
三
年

間
の
努
力
が
花
開
い
て
「
教
育
力
」

の
高
い
大
学
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
お
互
い
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

希
望
進
路
の
実
現
に
向
け
て
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概
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二
〇
一
七
年
度
の
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
は
、
一
月
一
四
日
・

一
五
日
の
両
日
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
各
地
で
雪
に
見
舞
わ

れ
、
試
験
開
始
を
遅
ら
せ
る
な
ど
の

対
応
が
と
ら
れ
た
地
域
も
あ
り
ま
し

た
。
志
願
者
数
は
五
七
五
、
九
六
七

人
（
前
年
比
一
〇
二
・
二
％
）、
本

試
験
の
外
国
語
受
験
者
数
も
前
年

比
一
〇
一
・
九
％
と
い
ず
れ
も
増
加

し
ま
し
た
。
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

が
発
表
し
た
志
願
者
数
の
現
卒
別

の
内
訳
を
み
る
と
、
現
役
志
願
者

数
は
昨
年
か
ら
九
、
五
〇
七
人
増

の
四
七
一
、
八
四
二
人
（
前
年
比

一
〇
二
・
一
％
）、
既
卒
生
志
願
者
数

も
二
、六
六
四
人
増
の
九
九
、一
一
八

人
（
同
一
〇
二
・
八
％
）
と
い
ず
れ

も
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
現
役

志
願
者
数
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
高

校
卒
業
見
込
者
が
増
加
し
た
こ
と
に

加
え
、
近
年
国
公
立
大
で
推
薦
・
Ａ

Ｏ
入
試
に
セ
ン
タ
ー
試
験
の
成
績
を

利
用
す
る
大
学
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
も
要
因
で
す
。

　

二
〇
二
一
年
か
ら
導
入
さ
れ
る
大

学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト

（
仮
称
）
を
中
心
に
、
現
在
大
学
入

学
者
選
抜
に
つ
い
て
盛
ん
に
議
論
が

交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
眼
は

思
考
力
・
判
断
力
・
論
理
的
思
考
力

を
評
価
す
る
試
験
の
導
入
で
あ
り
、

既
に
現
行
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
問
題

に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
今
年
は
、「
数

学
Ⅰ
・
数
学
Ａ
」
で
二
つ
の
分
野
の

融
合
問
題
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
地
歴
Ｂ
の
各
科
目
で
は
、
い
ず

れ
も
グ
ラ
フ
や
図
表
、
統
計
資
料
な

ど
の
読
み
取
り
が
必
要
な
問
題
が
出

題
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
知
識

だ
け
で
な
く
思
考
力
を
要
す
る
設
問

が
増
え
て
い
ま
す
。

■
科
目
別
実
施
状
況

　

【
図
表
】
は
、
河
合
塾
が
実
施
し

た
自
己
採
点
集
計
参
加
者
の
平
均
点

を
集
計
し
た
も
の
で
す
。
英
語
で
は

「
筆
記
」
の
平
均
点
が
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。
出
題
傾
向
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同

じ
で
す
が
、
文
法
問
題
は
や
や
易
化

し
ま
し
た
。
数
学
は
「
数
学
Ⅰ
・
数

学
Ａ
」、「
数
学
Ⅱ
・
数
学
Ｂ
」
と
も

に
平
均
点
が
上
昇
し
ま
し
た
。一
方
、

国
語
は
「
現
代
文
」
の
難
易
度
が
上

が
り
、
平
均
点
は
前
年
か
ら
二
二
点

ダ
ウ
ン
。
評
論
は
科
学
の
あ
り
方
に

つ
い
て
論
じ
た
硬
質
な
内
容
で
あ

り
、
本
文
量
も
昨
年
に
比
べ
七
〇
〇

字
以
上
増
加
し
ま
し
た
。「
古
文
、

漢
文
」
の
平
均
点
も
ダ
ウ
ン
し
ま
し

た
が
、
こ
ち
ら
は
出
題
内
容
の
難
化

と
言
う
よ
り
も
現
代
文
に
時
間
を
と

ら
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。

　

理
科
で
は
理
科
①
と
理
科
②
で
状

況
が
異
な
り
ま
す
。
主
に
文
系
生
が

受
験
す
る
理
科
①
で
は「
生
物
基
礎
」

の
平
均
点
が
四
〇
点
と
非
常
に
高
く

な
り
、
満
点
を
取
れ
た
受
験
生
も
多

く
い
ま
し
た
。
文
系
生
の
多
く
が
化

学
基
礎
＋
生
物
基
礎
の
組
合
せ
を
選

択
し
ま
す
が
、
こ
の
組
合
せ
の
平
均

点
は
約
七
割
に
な
っ
て
い
ま
す
。
文

系
で
は
理
科
で
高
得
点
が
取
れ
た
受

験
生
が
多
く
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

逆
に
理
系
生
の
多
く
が
受
験
す
る
理

科
②
で
は
「
化
学
」
の
平
均
点
が
ダ

ウ
ン
し
、
五
三
点
に
な
り
ま
し
た
。

文
系
生
に
比
べ
、
理
科
で
思
う
よ
う

に
得
点
で
き
な
か
っ
た
と
感
じ
る
受

験
生
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
地
歴
・
公
民
は
、

「
日
本
史
Ｂ
」
で
平
均
点
が
ダ
ウ
ン
、

「
倫
理
、
政
治
・
経
済
」
で
ア
ッ
プ

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
受
験
者
の
多

い
地
歴
Ｂ
科
目
と
「
倫
理
、
政
治
・

経
済
」
の
四
単
位
科
目
は
い
ず
れ
の

平
均
点
も
六
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

こう変わる！

大学入試　～2020年度からセンター試験に
　　　　　　　　　代わる試験を実施～

大学入試センター試験
2020年度～
大学入学希望者学力評価テスト(仮称)

●各大学の選抜方法(2015年度から順次改革)

・６教科31科目の試験を実施

・マークシートを使った選択

　式の試験

・年１回実施

・一点刻みの結果を各大学に

　提供

・各大学は、アドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針）を明確にして、教育内容や育て

　たい学生像にあった入試を実施するよう求められる

・知識・技能や思考力・判断力・表現力に加え、主体性・多様性・協働性を重視した選抜に

・「大学入学希望者学力評価テスト」の結果に加え、大学ごとに小論文、プレゼンテーション、

　集団討論、面接、推薦書、調査書、資格試験などを取り入れて選抜する

・一般入試、推薦入試、AO入試の区分は見直す

・教科の試験に加え、複数の教科・科目を組み合わ

　せた出題をする試験や、教科を超えた総合的な出

　題をする試験を実施

・選択式に加え、記述式を導入。コンピュータ上で答

　える形式を前提に検討

・年に何回か実施し、選んで受けられるようにする

・結果は、点数ではなく、レベル別で各大学に提供

●全国共通の試験

大きく変わる20年度に先立ち、16年度中に各大学は「入学者受け入れの方針」を定めることが義務付けられた。
それには、入学者にどんな学力を求めているかが明記される。程度の差はあれ、各大学の入試問題や形式にも影響しそうだ。

【図表】主要科目・総合型平均点


